
緒 言

　ニガウリ（Momordica charantia L.）は，別名ツル

レイシ，沖縄ではゴーヤーとも呼ばれ，苦みのある独特

な食感のウリ科の作物である。最近では，ビタミン類を

多く含み健康増進や美容に効果があることから，需要も

増加傾向にある。一般的には露地の夏野菜として栽培さ

れているが，近年，南九州では作型も多様化し周年栽培

されるようになり，栽培面積も増加している。一方，ニ

ガウリには，べと病，疫病などの病害が発生し（渡嘉敷

ら，１９９１），その中でも，うどんこ病の発生が多い。

２００７年４月現在，ニガウリうどんこ病（病原菌：

Oidium sp.）に対する登録薬剤は，アゾキシストロビ

ン水和剤，キノキサリン系水和剤，クレソキシムメチル

水和剤，トリフルミゾール水和剤，TPN水和剤および

DBEDC乳剤の６剤のみで，キュウリなどと比較すると

非常に少ない。さらに，キュウリで問題になっているよ

うに，ストロビルリン系薬剤やDMI 剤の薬剤耐性菌が

発生すると防除が非常に困難となる。そこで，ニガウリ

うどんこ病の防除法確立のために本病の主要な登録薬剤

と野菜類うどんこ病の主要な薬剤の防除効果を検討した

のでここに報告する。なお，本試験は，九州病害虫防除

推進協議会の連絡試験成績（長崎，宮崎，鹿児島県）と

それを補足する試験結果をもとにとりまとめた。

材 料 お よ び 方 法

　１．鹿児島，長崎，宮崎県における防除効果連絡試験

（２００３～０４年）

　ニガウリうどんこ病に登録を有するアゾキシストロビ

ン水和剤（２，０００倍）およびTPN水和剤（１，０００倍）を

供試し（第１表），２００３年～２００４年に，鹿児島県農業試

験場（以下，鹿児島農試），長崎県総合農林試験場（長

崎総農試）および宮崎県総合農業試験場（宮崎農試）の

３場所で，本病に対する防除効果試験を実施した。それ

ぞれの試験はビニールハウス内で３反復の試験区を設け，

薬剤散布は概ね１週間間隔で３回行った。各試験に用い

た供試薬剤の登録内容は第１表に，それぞれの散布時期

等の試験方法や耕種概要の詳細は第２表に示したとおり

である。調査は各散布前と最終散布１週間後に以下の基

準に従い発病の有無と発病程度を調査し，発病葉率およ

び発病度を算出した。また，薬害や薬剤による汚れ等に

ついては各散布後に達観調査した。

Kyushu Pl. Prot. Res. Vol. 5314

ニガウリうどんこ病菌に対する各種薬剤の防除効果

尾松　直志１）・新屋敷生男１）・内川　敬介２）・川越　洋二３）＊

（１）鹿児島県農業開発総合センター・２）長崎県総合農林試験場・３）宮崎県総合農業試験場）

Efficacy of fungicides against the powdery mildew fungus in balsam pear. 
Naoshi　Omatsu１）, Ikuo　Shinyashiki１）, Keisuke　Uchikawa２）  and Yoji Kawagoe３） （１）Kagoshima 
Prefectural Institute for Agricultural Development, Minamisatsuma, Kagoshima 899－3401, Japan, 
２）Nagasaki Prefectural Agricultural and Forestry Experiment Station, Isahaya, Nagasaki 854－
0063, Japan, ３）Miyazaki Agricultural Experiment Station, Sadohara, Miyazaki 880－0212, Japan）

　ニガウリうどんこ病および野菜類うどんこ病に登録のある各種薬剤について，その防除効果を
検討した。ニガウリうどんこ病に登録のあるアゾキシストロビン水和剤とクレソキシムメチル水
和剤は，防除効果を示さない事例が認められた。また，キノキサリン系水和剤の効果は高いもの
の，葉に黄色斑点を形成する薬害が発生した。野菜類うどんこ病に登録のある炭酸水素ナトリウ
ム・銅水和剤と水和硫黄剤は，薬害もなく高い防除効果を示した。両剤は，ニガウリうどんこ病
の防除薬剤として有効と考えられた。

Key words : resistant strobilurins, sodium hydrogen carbonate･copper sulfate, sulfur,
                     Momordica  charantia L., Oidium sp.

＊現在　宮崎県西臼杵農業改良普及センター
＊ Present address; Nishiusuki Regional Agriculture 
Support and Promotion Center, Takatiho-tyo 
Nishiusuki-gun, Miyazaki 882－1101, japan

九病虫研会報　５３：１４－１７（２００７）

Kyushu Pl. Prot. Res. ５３：１４－１７（２００７）



発病度＝Σ｛（指数×程度別発病葉数）/（４×調査葉数）｝

　　　　×１００

発病程度調査基準　０：発病なし，１：病斑が１～３個，

２：病斑面積が２５％未満，３：病斑面積が２６％以上５０％

未満，４：病斑面積が５１％以上

　２．鹿児島県における各種薬剤の防除効果試験（２００６

年）

　ニガウリうどんこ病に登録のあるアゾキシストロビン

水和剤（２，０００倍），クレソキシムメチル水和剤（３，０００

倍），TPN水和剤（１，０００倍）およびキノキサリン系水和

剤（２，０００倍）と，野菜類うどんこ病に登録のある水和

硫黄剤（５００倍）を供試し，２００６年６～７月に鹿児島農

試で前述の試験方法に準じて試験を実施した（第１，２

表）。また，ニガウリうどんこ病に登録のあるトリフル

ミゾール水和剤（３，０００倍）と野菜類うどんこ病に登録

のある炭酸水素ナトリウム・銅水和剤（１，０００倍）を供

試して，２００６年１１～１２月に鹿児島農試で前述の試験方法

に準じて試験を実施した（第１，２表）。

結 果

　１．連絡試験における薬剤の防除効果

　鹿児島農試の試験は，うどんこ病の病勢の進展が早く

多発生（無処理最終散布１週間後の発病葉率９９．６％，発

病度５８．７）の条件であった。アゾキシストロビン水和剤

散布区において，うどんこ病は無処理と同程度に進展し，

最終散布１週間後には発病度５１．０，防除価１３．１と防除効

果が認められなかった。一方，TPN水和剤は防除価が

５６．９と低いものの効果が認められた。長崎総農試の試験

は，うどんこ病の病勢進展がやや緩慢な中発生（無処理

最終散布１週間後の発病葉率７３．０％，発病度３４．７）の条

件であった。鹿児島農試の試験同様，アゾキシストロビ

ン水和剤は防除価が３６．５と防除効果がほとんど認められ

ず，TPN水和剤は防除価が５４．７と低いものの防除効果を

示した。宮崎農試の試験は，うどんこ病の病勢進展が緩

慢な中発生（無処理最終散布１週間後の発病葉率７５．９％，

発病度１４．４）の条件であった。アゾキシストロビン水和

剤は，本病の病勢進展を強く抑え，最終散布１週間後に

おいても発病度３．９，防除価７２．９と高い防除効果を示し
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第１表　各試験に用いた供試薬剤一覧 a）

試験実施年登録のある対象病害使用回数使用時期作物登録薬剤名

２００３，０４，０６年うどんこ病，べと病，炭疽病３回７日前ニガウリアゾキシストロビン水和剤

２００６年うどんこ病２回前日ニガウリキノキサリン系水和剤

２００６年うどんこ病，べと病３回前日ニガウリクレソキシムメチル水和剤

２００６年うどんこ病１回３日前ニガウリトリフルミゾール水和剤

２００３，０４，０６年
うどんこ病，べと病，炭疽病，
斑点病，つる枯病

４回前日ニガウリTPN水和剤

２００６年うどんこ病３回－野菜類水和硫黄剤

２００６年うどんこ病６回前日野菜類炭酸水素ナトリウム・銅水和剤

a）　２００７年４月現在の登録内容．

第２表　各防除試験方法と耕種概要

調査葉数調査枝数定植日供試品種薬剤散布日供試薬剤試験場所

１０葉 /株１０枝２００３年９月２８日か交５号１１/２９，１２/６，１２/１３
アゾキシストロビン水和剤（２，０００倍）
TPN水和剤（１，０００倍）

鹿児島農試

１５葉 /株１２枝２００４年３月２６日えらぶ５/１４，５/２１，５/２９長崎総農試

１０葉 /株１０枝２００４年６月１４日佐土原３号７/２０，７/２７，８/３宮崎農試

１５葉 /株８枝２００６年５月１１日えらぶ６/２０，６/２７，７/４

アゾキシストロビン水和剤（１，０００倍）
クレソキシムメチル水和剤（３，０００倍）
キノキサリン系水和剤（２，０００倍）
水和硫黄剤（５００倍）
TPN水和剤（１，０００倍）

鹿児島農試

１０葉 /株７枝２００６年９月２５日えらぶ１１/１７，１１/２４，１２/１
トリフルミゾール水和剤（３，０００倍）
炭酸水素ナトリウム・銅水和剤（１，０００倍）

鹿児島農試

a）薬剤散布は電動式背負い動噴を用い，３００リットル /１０aを散布．b）ビニールハウス内で実施，各試験とも３反復．



た。また，TPN水和剤についても防除価７８．５と安定した

効果を示した（第３表）。

　２．各種薬剤の防除効果（鹿児島県）

　鹿児島農試で行った２００６年６～７月の試験は，中発生

（無処理最終散布１週間後の発病葉率６３．９％，発病度

２３．０）の条件であった。アゾキシストロビン水和剤は最

終散布１週間後に発病度２１．４，防除価７．０と防除効果が

認められなかった。また，同系統のクレソキシムメチル

水和剤も防除価０と防除効果がまったく認められなかっ

た。TPN水和剤は，防除価３０．０とほとんど効果が認めら

れなかった。キノキサリン系水和剤は，防除価９９．１と非

常に高い効果を示したものの，散布後の葉に黄色斑点を

形成する薬害が発生した。一方，水和硫黄剤は防除価

８８．０と非常に高い防除効果を示した（第４表）。

　２００６年１１～１２月の試験は，多発生（無処理最終散布１

週間後の発病葉率１００％，発病度５６．７）の条件であった。

トリフルミゾール水和剤は防除価９１．０，炭酸水素ナトリ

ウム・銅水和剤も防除価９９．４と非常に高い効果を示した

（第５表）。

考 察

　ニガウリうどんこ病の防除には，ストロビルリン系薬

剤であるアゾキシストロビン水和剤やクレソキシムメチ

ル水和剤，TPN水和剤，キノキサリン系水和剤が主に使

用されている。同じウリ科作物のキュウリでは，うどん

こ病菌のストロビルリン系薬剤に対する感受性低下（石
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第３表　ニガウリうどんこ病に対するアゾキシストロビン水和剤の防除効果

宮崎農試（２００４年）長崎総農試（２００４年）鹿児島農試（２００３年）
濃度供試薬剤

防除価発病度発病葉率（％）防除価発病度発病葉率（％）防除価発病度発病葉率（％）

７２．９ａ３．９ａ１４．２（４．８）３６．５ａ２２．１ａ５９．８（１．２）１３．１ａ５１．０ａ９８．３（１７．５）２，０００倍アゾキシストロビン水和剤

７８．５ａ３．１ａ１１．４（６．４）５４．７ａ１５．７ａ５７．４（０．６）５６．９ｂ２５．３ｂ６３．３（２１．３）１，０００倍TPN水和剤

ｂ１４．４ｂ７５．９（４．４）ａ３４．７ａ７３．０（１．１）ａ５８．７ａ９９．６（２６．３）無処理

a）薬剤散布は１週間間隔で３回実施（鹿児島農試：１１/２９，１２/６，１２/１３　宮崎農試：７/２０，７/２７，８/３　長崎総農試：５/１４，５/２１，５/２９）．
b）各データは最終散布１週間後の３反復の平均．c）発病葉率の（　）内の数値は，各調査ほ場の散布開始時期の発病葉率．d）防除価は
発病度より算出．e）同一列の異なる英文字間にはTukey の多重検定により５％水準で有意差があることを示す．

第４表　ニガウリうどんこ病に対する各種薬剤の防除効果（２００６年）

薬害　　防除価　　発病度発病葉率（％）濃度薬剤名

－７．０２１．４５４．３（３．８）２，０００倍アゾキシストロビン水和剤

－０２９．６７５．９（０　）３，０００倍クレソキシムメチル水和剤

＋９９．１＊０．２＊０．８（０．８）２，０００倍キノキサリン系水和剤

－３０．０１６．０４５．１（０．８）１，０００倍TPN水和剤

－８８．０＊２．５＊８．８（３．０）５００倍水和硫黄剤

２３．０６３．９（１．７）無処理

a）薬剤散布は６/１９，６/２６，７/３の３回．b）各データは最終散布１週間後の３反復の平均．c）発病
葉率の（　）内の数値は，各調査ほ場の散布開始時期の発病葉率．d）防除価は発病度から算出．e）同
一列の＊は最終散布１週間後に，無処理に対してDunnett 検定で５％の有意差があることを示す．

第５表　ニガウリうどんこ病に対する炭酸水素ナトリウム・銅水和剤とト
リフルミゾール水和剤の防除効果（２００６年）

防除価発病度発病葉率（％）濃度供試薬剤

９９．４＊０．４＊１．４（３．３）１，０００倍炭酸水素ナトリウム・銅水和剤

９１．０＊５．１＊１６．７（２．４）３，０００倍トリフルミゾール水和剤

５６．７１００（３．３）無処理

a）薬剤散布は１１/１７，１１/２４，１２/１の３回．b）各データは最終散布１週間後の３反復の平
均．c）発病葉率の（　）内の数値は，散布開始時期の発病葉率．d）防除価は発病度から
算出．e）同一列の＊は最終散布１週間後に，無処理に対してDunnett 検定で５％の有意差
があることを示す．



井ら，１９９９）が報告されている。本試験において，アゾ

キシストロビン水和剤は宮崎農試の試験では高い防除効

果を示すものの，長崎総農試および鹿児島農試の２００３年

と２００６年の試験ではほとんど効果を示さず対照的な結果

であった。さらに，鹿児島農試の２００６年の試験において

は，同じストロビルリン系薬剤のクレソキシムメチル水

和剤も効果を示さなかった。これらのことから，ニガウ

リうどんこ病においても，キュウリうどんこ病と同様な

ストロビルリン系薬剤に対する薬剤感受性の低下が示唆

された。薬剤耐性菌の発生については，今後詳細な検討

を行い明らかにしていきたい。

　また，キュウリにおいて感受性低下が問題となってい

るDMI 剤のトリフルミゾール水和剤（Ohtsuka et al., 

１９８８；竹内ら，１９８８）は，本試験では高い防除効果が認

められた。しかし，ニガウリの主要産地では本剤の防除

効果の低下が懸念されており，ストロビルリン系薬剤同

様，薬剤耐性菌の発生動向には注意を要する。一方，

TPN水和剤は，試験事例によって防除効果に大きなば

らつきが認められ効果が不安定であったことから，散布

のタイミングが防除効果を左右すると考えられた。今後，

安定した効果が得られる散布時期の検討が必要と考えら

れる。キノキサリン系水和剤は，散布葉に黄色斑点を形

成する薬害が発生することが明らかになっており（尾松，

２００６），本試験のキノキサリン系水和剤散布区において

も同様な薬害が発生した。同剤の効果は高いものの薬害

が発生するため，特に高温時期の使用を避ける必要があ

る。これらのことから，ニガウリうどんこ病の防除薬剤

で，薬害の発生がなく効果の安定した薬剤は限られる。

その中で，野菜類うどんこ病に登録のある炭酸水素ナト

リウム・銅水和剤と水和硫黄剤は，薬害も認められず非

常に高い効果を示したことから，ニガウリうどんこ病防

除剤として有望と考えられた。ただし，両剤とも果実の

汚れは目立たないものの他剤と比較すると葉に薬斑が残

りやすいことから，展着剤の添加等による汚れ軽減対策

の検討が必要である。さらに，ニガウリにおいてはべと

病も重要病害であるため，両剤のべと病に対する防除効

果についても検討し，体系的な防除技術を構築する必要

がある。
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